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第�号

大
横
浜
の
時
代

一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
の
関
東
大
震

災
で
廃
墟
と
化
し
た
横
浜
は
、
わ
ず
か
五
年

余
り
で
復
興
を
成
し
遂
げ
た
。
市
内
一
三
ケ

所
で
大
規
模
な
区
画
整
理
が
行
わ
れ
た
後
、

市
街
地
を
走
る
道
路
が
拡
幅
・
整
備
さ
れ
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
モ
ダ
ン
な
高
層
建
築

が
立
ち
並
ん
だ
。
臨
海
部
に
は
新
た
な
工
業

地
帯
が
出
現
す
る
一
方
、
横
浜
駅
か
ら
郊
外

へ
と
延
び
る
私
鉄
の
沿
線
に
住
宅
地
も
開
発

さ
れ
始
め
た
。
こ
の
間
、
横
浜
市
の
面
積
は

一
三
〇
平
方
キ
ロ
に
拡
が
り
、
人
口
も
七
〇

万
人
を
超
え
た
。
震
災
を
機
に
横
浜
は
新
た

な
都
市
へ
と
変
貌
を
遂
げ
て
い
っ
た
。

震
災
復
興
期
の
大
横
浜

一
九
二
五
年
五
月
に
横
浜
市
長
に
就
任
し

た
有
吉
忠
一
は
、「
大
横
浜
」
を
新
し
い
都
市

の
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
、
そ
れ
ま
で
の
生
糸
貿

易
に
依
存
し
た
横
浜
市
の
体
質
を
改
善
し
て
、

本
格
的
な
工
業
都
市
へ
と
飛
躍
さ
せ
る
こ
と

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
た
。
す
な
わ
ち
①
子

安
・
生
麦
沖
合
に
約
六
二
万
坪
に
及
ぶ
市
営

埋
立
を
建
設
し
て
工
場
を
誘
致
し
、
②
そ
れ

ら
の
臨
海
工
業
地
帯
を
取
り
囲
む
よ
う
に
外

防
波
堤
を
築
堤
し
て
横
浜
港
を
拡
張
し
、
③

さ
ら
に
そ
の
後
背
地
と
し
て
隣
接
す
る
町
村

を
合
併
し
て
市
域
を
拡
張
す
る
こ
と
を
施
政

方
針
と
し
た
。
こ
れ
ら
は
、「
大
横
浜
建
設

の
三
大
事
業
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
は
三
大
事
業
が

一
斉
に
始
動
す
る
年
で
、
こ
の
年
三
月
の
帝

国
議
会
で
、
鶴
見
川
河
口
と
本
牧
十
二
天
沖

合
を
結
ぶ
外
防
波
堤
の
工
事
費
の
一
部
が
正

式
に
認
め
ら
れ
た
ほ
か
（
翌
年
着
工
）、
同
年

四
月
に
鶴
見
・
保
土
ヶ
谷
・
大
岡
川
な
ど
の

九
町
村
が
横
浜
市
と
合
併
し
て
市
域
が
三
・

六
倍
に
広
が
っ
た
。
六
月
二
日
に
は
市
営
埋

立
の
定
礎
式
が
行
わ
れ
、
秩
父
宮
を
招
い
て

新
装
成
っ
た
開
港
記
念
横
浜
会
館
で
大
横
浜

建
設
記
念
式
が
開
か
れ
た
。
こ
の
翌
年
の
市

会
で
、
開
港
記
念
日
を
そ
れ
ま
で
の
七
月
一

日
（
陽
暦
）
か
ら
六
月
二
日
（
陰
暦
）
に
改

め
る
件
が
可
決
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

雑
誌『
大
横
浜
』

「
大
横
浜
」
と
い
う
言
葉
は
、
当
時
の
新

聞
・
雑
誌
な
ど
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
世
界

で
も
喧
伝
さ
れ
た
。
横
浜
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ

ー
ダ
の
一
つ
で
あ
っ
た
雑
誌『
大
横
浜
』（
一

九
一
九
年
に
『
実
業
之
横
浜
』
よ
り
改
題
）

は
、
震
災
以
後
、
様
々
な
横
浜
の
将
来
構
想

を
提
起
し
た
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
、「
市
域
拡

張
と
都
市
計
画
の
性
質
を
論
じ
て
商
工
農
の

三
市
是
に
及
ぶ
」（
一
九
二
七
年
一
二
月
号
）

は
、
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。
今
回
合
併

し
た
隣
接
町
村
の
大
半
は
農
村
地
域
で
あ
り
、

都
市
の
食
糧
供
給
地
と
し
て
、
ま
た
商
品
の

消
費
地
と
し
て
も
極
め
て
重
要
で
、
今
後
の

市
政
の
方
針
は
、
商
業
・
工
業
に
加
え
て
、

農
業
政
策
を
も
充
実
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
見
地
か
ら
、「
大
横
浜
」
と
は
さ

ら
な
る
市
域
拡
張
、
つ
ま
り
「
現
在
以
上
の

市
域
外
に
都
市
的
計
画
を
加
え
行
く
と
い
ふ

意
味
に
於
て
、
グ
レ
ー
タ
ー
、
ヨ
コ
ハ
マ
と

考
へ
て
置
き
た
い
の
で
あ
る
」
と
、
横
浜
の

更
な
る
膨
張
を
高
唱
し
て
い
る
。

写真1「伸びゆく大横浜」（金子常光作、横浜市中興会発行、1932年12月25日）
� 中島邦夫家所蔵資料
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� ●大横浜の時代

こ
の
論
説
を
書
い
た
石
渡
道
助
（
筆
名　

笠

山
）
は
、
実
業
之
横
浜
社
の
社
主
で
、
こ
の

五
年
後
に
「
超
大
横
浜
都
市
計
画
」（『
大
横

浜
』
一
九
三
二
年
一
二
月
号
）
を
発
表
し
て

い
る
。
そ
こ
で
は
、「
北
は
六
郷
川
以
南
、

西
は
箱
根
以
東
、
南
は
三
浦
半
島
ま
で
、
東

は
東
京
湾
を
隔
て
ゝ
千
葉
県
の
一
部
を
包
含

す
る
地
域
を
設
定
せ
ん
と
す
る
も
の
」、
と
、

神
奈
川
県
全
域
か
ら
房
総
半
島
ま
で
を
含
む

広
大
な
後
背
地
を
備
え
た
巨
大
都
市
・
横
浜

が
想
定
さ
れ
て
い
た
。

大
東
京
と
大
横
浜

も
っ
と
も
「
大
」
を
冠
し
て
市
勢
拡
充
を

目
指
す
動
き
は
、
川
崎
や
横
須
賀
な
ど
の
近

隣
都
市
で
も
見
ら
れ
た
。
隣
接
町
村
の
合
併

を
め
ぐ
っ
て
、「
大
横
浜
」
と
「
大
川
崎
」「
大

横
須
賀
」
と
が
対
立
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば

あ
っ
た
。「
大
横
浜
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
近

隣
都
市
や
他
の
大
都
市
へ
の
激
し
い
ラ
イ
バ

ル
意
識
も
深
く
刻
印
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
り
わ
け
一
九
三
二
年
一
〇
月
に
東
京
市

が
周
辺
の
八
二
町
村
を
合
併
し
て
、
面
積
五

五
〇
平
方
キ
ロ
（
現
在
の
東
京
都
二
三
区
）、

人
口
五
〇
〇
万
人
の
巨
大
都
市
が
出
現
し
た

イ
ン
パ
ク
ト
は
格
別
で
あ
っ
た
。「
大
横
浜
」

も
や
が
て
「
大
東
京
」
に
飲
み
込
ま
れ
る
の

で
は
な
い
か
、
そ
う
不
安
視
す
る
人
び
と
も

少
な
く
な
か
っ
た
。
先
の
「
超
大
横
浜
都
市

計
画
」
は
そ
ん
な
不
安
の
裏
返
し
で
あ
っ
た
。

一
方
、「
大
東
京
」
を
前
向
き
に
捉
え
る

声
も
あ
っ
た
。
西
義
顕
「
新
横
浜
論
」（『
大

横
浜
の
未
来
を
語
る
』
東
京
日
日
新
聞
横
浜

支
局
、
一
九
三
〇
年
）
は
、「
大
東
京
勢
力

の
切
迫
」
と
い
う
情
勢
を
い
ち
早
く
認
識
し
、

交
通
網
を
整
備
し
て
、
横
浜
は
東
京
と
一
体

化
し
た
工
業
都
市
を
目
指
す
べ
き
と
説
く
。

そ
の
う
え
で
、
横
浜
が
完
全
に
東
京
に
埋
没

し
な
い
た
め
に
は
、
国
内
最
大
の
生
糸
輸
出

港
と
し
て
の
地
位
を
持
続
し
つ
つ
、
そ
の
都

市
美
を
活
か
し
て
、
国
際
的
高
級
住
宅
地
、

あ
る
い
は
観
光
地
と
し
て
、
内
外
の
人
々
を

誘
致
す
る
こ
と
で
個
性
を
発
揮
す
べ
き
で
あ

る
と
述
べ
て
い
る
。

一
九
三
〇
年
代
の
大
横
浜

「
大
東
京
」
の
出
現
後
、
横
浜
市
政
の
な

か
で
も
、
東
京
に
向
か
う
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な

ど
を
対
象
と
し
た
住
宅
地
開
発
の
必
要
が
叫

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
三
三
年
二
月

の
市
会
で
、
震
災
復
興
後
の「
大
横
浜
計
画
」

を
質
問
さ
れ
た
大
西
一
郎
市
長
は
、
貿
易
・

工
業
に
加
え
て
、
横
浜
は
「
東
京
ト
ノ
関
係

ニ
於
ケ
ル
住
宅
地
ト
シ
テ
ノ
発
展
ガ
期
待
シ

得
ラ
レ
ル
」
と
答
え
て
い
る
。
東
京
横
浜
電

鉄
や
京
浜
電
気
鉄
道
な
ど
の
中
心
部
と
郊
外

部
と
を
結
ぶ
私
鉄
網
が
整
備
さ
れ
、
電
鉄
会

社
に
よ
る
沿
線
開
発
が
進
ん
だ
こ
と
も
、
そ

の
背
景
に
あ
っ
た
。
ま
た
大
西
市
長
の
退
任

直
前
に
開
催
さ
れ
た
復
興
記
念
横
浜
大
博
覧

会
（
一
九
三
五
年
）
は
、
六
〇
日
間
で
約
三

〇
〇
万
人
を
集
め
る
な
ど
、
市
が
本
格
的
な

観
光
政
策
に
乗
り
出
す
き
っ
か
け
を
作
っ
た
。

大
西
の
後
を
受
け
た
青
木
周
三
市
長
は
、

さ
ら
に
こ
の
方
針
を
促
進
し
た
。
元
鉄
道
次

官
の
経
歴
を
活
か
し
て
、
桜
木
町
止
ま
り
だ

っ
た
省
線
の
延
伸
を
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、

根
岸
湾
の
埋
立
を
計
画
し
た
。
ま
た
一
九
三

六
年
一
〇
月
に
は
南
隣
の
金
沢
町
・
六
浦
荘

村
を
合
併
し
た
が
、
こ
れ
は
「
大
東
京
市
を

控
へ
多
数
都
会
人
の
為
の
安
息
所
と
し
て
理

想
的
な
る
住
宅
地
帯
を
建
設
」
し
よ
う
と
す

る
、
青
木
の
施
政
方
針
を
体
現
し
た
も
の
で

あ
っ
た
（『
大
横
浜
』
一
九
三
六
年
九
月
号
）。

同
年
、
横
浜
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
土
地

観
光
課
が
発
足
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
関
東
大

震
災
の
復
興
か
ら
日
中
戦

争
が
は
じ
ま
る
ま
で
の
約

十
年
間
の
時
代
は
、
横
浜

で
は
新
た
な
都
市
像
を
め

ぐ
っ
て
華
や
か
な
議
論
が

展
開
さ
れ
、「
大
横
浜
」

は
時
代
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と

な
っ
た
。
映
画
・
ラ
ジ
オ

を
は
じ
め
、
鳥
瞰
図
（
写

真
１
）・
絵
葉
書
（
写
真
２
）・
地
図
な
ど
を

通
し
て
、
復
興
か
ら
新
た
な
都
市
へ
と
飛
躍

す
る
「
大
横
浜
」
の
姿
が
広
く
紹
介
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
絵
葉
書
・
地
図
等
は
、
横
浜
市
史

資
料
室
、
横
浜
開
港
資
料
館
、
横
浜
都
市
発

展
記
念
館
、
横
浜
市
中
央
図
書
館
の
Ｈ
Ｐ
や

閲
覧
室
で
閲
覧
で
き
る
。

大
横
浜
の
息
吹
を
伝
え
る
記
念
品

最
近
、「
大
横
浜
」
の
時
代
の
息
吹
を
伝

え
る
記
念
品
が
新
た
に
発
見
さ
れ
た
。
旧
蔵

者
は
、
栗
原
清
一（
一
八
八
四
―
一
九
四
四
）

と
い
う
人
物
（
写
真
３
）
で
あ
る
。
栗
原
は
、

野
毛
の
薬
種
商
・
清
八
郎
の
長
男
と
し
て
生

れ
、
一
九
一
三
年
九
州
帝
国
大
学
医
学
部
を

卒
業
、
東
京
帝
国
大
学
精
神
病
科
な
ど
で
研

究
・
診
療
活
動
を
重
ね
、
一
九
二
〇
年
常
盤

町
に
脳
神
経
脊
髄
科
の
病
院
を
開
院
し
た
。

関
東
大
震
災
後
は
、
横
浜
の
歴
史
資
料
の
調

査
と
収
集
に
も
力
を
入
れ
、『
横
浜
の
伝
説

と
口
碑
』
を
出
版
し
た
ほ
か
、
横
浜
郷
土
研

究
会
会
長
、
横
浜
市
史
稿
相
談
役
、
横
浜
史

料
調
査
委
員
を
つ
と
め
、
昭
和
初
期
の
横
浜

の
歴
史
研
究
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
。

写真2　大横浜を誇る雄大なる神奈川県庁（絵葉書）
� 「左右田宗夫家所蔵資料」

写真3　栗原清一と妻・芳子
横浜開港資料館所蔵「栗原清一関係資料」
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●大横浜の時代

こ
の
ほ
か
、
横
浜
野
球
協
会
や
、
横
浜
連

合
青
年
団
な
ど
、
幅
広
い
活
動
を
繰
り
広
げ

た
。
栗
原
清
一
の
ご
縁
者
の
方
か
ら
、
横
浜

開
港
資
料
館
に
一
連
の
資
料
が
寄
贈
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
同
館
の
厚
意
を
得
て
こ
こ
に

初
め
て
紹
介
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
る
。

写
真
４
は
、
一
九
三
三
年
六
月
二
日
、
開

港
七
十
五
年
を
記
念
し
て
開
か
れ
た
開
港
史

蹟
見
学
会
時
の
写
真
。
こ
の
見
学
会
は
、
高

島
町
の
内
貿
桟
橋
も
し
く
は
西
波
止
場
の
通

船
桟
橋
か
ら
乗
船
・
下
船
し
て
、
陸
上
の
五

つ
の
史
蹟
（
ペ
リ
ー
上
陸
地
点
、
山
手
公
園
、

井
伊
掃
部
頭
銅
像
、
神
奈
川
本
覚
寺
、
生
麦

事
件
碑
）
を
巡
る
ツ
ア
ー
で
、
約
八
千
人
が

参
加
し
た
。
栗
原
は
史
蹟
の
現
地
解
説
を
担

当
し
た
が
、
写
真
５
は
そ
の
際
に
使
用
し
た

タ
ス
キ
で
あ
る
。
五
つ
の
史
蹟
を
す
べ
て
廻

っ
た
参
加
者
に
は
、
抽
選
で
記
念
品
が
授
与

さ
れ
た
。
写
真
６
は
ベ
ル
ト
の
バ
ッ
ク
ル
で
、

そ
の
記
念
品
（
三
等
）
で
あ
る
。「
大
横
浜
」

と
は
、
単
に
新
し
い
も
の
を
追
い
求
め
る
だ

け
で
は
な
く
、
開
港
以
来
の
横
浜
の
礎
を
築

い
た
先
人
た
ち
を
顕
彰
し
、
自
分
た
ち
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
再
確
認
し
て
い
く
過

程
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。

翌
一
九
三
四
年
の
開
港
記
念
日
に
は
、
横

浜
港
工
場
地
帯
巡
り
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、

西
波
止
場
の
通
船
桟
橋
か
ら
ラ
ン
チ
に
乗
船

し
て
、
海
上
か
ら
臨
海
工
場
地
帯
と
建
設
中

の
市
営
埋
立
地
を
見
学
し
て
、「
新
興
横
浜

ノ
躍
進
振
ヲ
一
般
市
民
ニ
視
察
ノ
機
会
ヲ
与

ヘ
」
る
も
の
で
（『
横
浜
市
事
務
報
告
書
』）、

二
千
人
以
上
を
集
め
た
。
記
念
品
（
写
真
７

上
）
の
上
部
に
は
林
立
す
る
工
場
群
、
下
部

に
は
汽
船
の
姿
が
見
え
る
。

「
大
横
浜
」
の
時
代
を
最
も
象
徴
す
る
イ

ベ
ン
ト
は
、
一
九
三
五
年
三
月
か
ら
五
月
に

か
け
て
山
下
公
園
で
開
か
れ
た
復
興
記
念
横

浜
大
博
覧
会
で
あ
ろ
う
。
こ
の
博
覧
会
は
、

震
災
復
興
を
成
し
遂
げ
た
横
浜
の
姿
を
内
外

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。

栗
原
は
博
覧
会
協
賛
会
の
評
議
員
に
就
任
し
、

パ
ビ
リ
オ
ン
の
一
つ
「
開
港
歴
史
館
」
の
展

示
や
、
歴
史
行
列
の
企
画
・
運
営
を
手
掛
け

た
。
写
真
８
は
そ
の
際
の
記
念
品
で
あ
る
。

左
か
ら
、
博
覧
会
の
正
門
と
迎
賓
館
を
描
い

た
盾
、
井
伊
掃
部
頭
の
銅
像
と
客
船
を
描
き

右
肩
に
「
伸
び
行
く
横
浜
」
と
記
し
た
ペ
ー

パ
ー
ウ
ェ
イ
ト
、
木
製
の
だ
る
ま
で
あ
る
。

そ
の
二
年
後
、
一
九
三
七
年
六
月
に
は
、

市
営
埋
立
完
成
を
記
念
し
て
、
三
日
間
に
わ

た
り
記
念
祭
が
開
か
れ
、
横
浜
開
港
に
因
ん

だ
歴
史
行
列
が
市
中
を
練
り
歩
い
た
。
写
真

７
下
は
、
そ
の
時
の
記
念
品
。
竣
工
し
た
埋

立
地
は
、
恵
比
須
町
・
宝
町
・
大
黒
町
と
命

名
さ
れ
、
日
本
電
気
工
業
（
現
在
の
昭
和
電

工
）、
日
本
産
業
（
日
産
）
な
ど
、
新
興
の
重

化
学
系
企
業
が
進
出
、
京
浜
工
業
地
帯
の
一

角
を
担
っ
た
。
先
述
の
通
り
、
市
営
埋
立
事

業
は
、有
吉
市
長
の「
大

横
浜
建
設
」
の
三
大
事

業
の
中
核
的
存
在
で
、

そ
の
竣
工
は
名
実
と
も

に
「
大
横
浜
」
の
完
成

を
意
味
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
寄
贈
資

料
の
な
か
に
は
、
横
浜

野
球
協
会
設
立
記
念
ボ

ー
ル
（
一
九
三
一
年
三

月
二
七
日
）、
横
浜
市

青
年
団
野
球
大
会
徽
章
（
一
九
三
一
年
、
三

三
年
）、
吉
田
橋
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
文
鎮
（
横

浜
市
中
興
会
）
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
。
当

時
の
銀
製
品
・
銅
製
品
の
多
く
は
戦
時
中
の

金
属
供
出
な
ど
で
散
逸
し
て
お
り
、
極
め
て

資
料
的
価
値
の
高
い
も
の
と
言
え
る
（
横
浜

開
港
資
料
館
で
公
開
予
定
）。

�

（
松
本
洋
幸
）

写真4　開港史蹟見学会（生麦事件碑前）
横浜開港資料館所蔵「栗原清一関係資料」

写真8　復興記念横浜大博覧会の記念品
横浜開港資料館所蔵「栗原清一関係資料」

（上）写真6　　（右）写真5　
横浜開港資料館所蔵「栗原清一関係資料」

写真7　（上）横浜港工場地帯巡り記念、
（下）埋立祝賀開港記念行列（バックル）

横浜開港資料館所蔵「栗原清一関係資料」




